
１ □にあてはまる数字を書きましょう。

① ＝ ② ＝

２ 次の計算をしましょう。

① ② ③

④ ⑤ ⑥

⑦ ⑧ ⑨

分数のわり算（問題１）
（問題１）

分数のわり算は、下のように計算する方法を覚えておくといいよ。

分数のかけ算やわり算は中学生でも使うので計算方法は覚えよう。

あとは練習あるのみじゃ！
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足し算と引き算よりも先に

かけ算とわり算を計算するのが決まりです

カッコがあれば、カッコの中を先に
計算するのが決まりです


